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要旨：沖縄県では，河川や海域等の公共用水域における水質汚濁事例が度々発生している．それらが発生した際，

当研究所では必要に応じ原因究明のための調査を行っている．調査にあたっては，事故時の水質と比較するために

平常時の水質を把握しておく必要がある．そこで本研究では，三次元励起蛍光マトリクス法を用いて沖縄県内河川

水における溶存有機物の水質特性の把握を目的に調査した．その結果，三次元励起蛍光スペクトルにおいては，試

料毎の最大相対強度を持つ極大ピーク波長は，領域Ⅰと領域Ⅲの二つの領域に分布する傾向を示した．よって，こ

れらの領域以外に極大ピーク波長が分布した試料については何かしらの水質異常がある可能性が示唆された．レー

ダーチャートにおいては，Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型が最も多く，すべての地域で確認された．また，南部地域の一部

の河川についてはⅢ＞Ⅴ＞Ⅱ＞Ⅳ＞Ⅰ型が分類され，それらの共通点として環境基準類型の下位類型であることが

確認された．クラスター分析によるデンドログラムにおいては，レーダーチャートによる型の分類とクラスターが

概ね一致した傾向が確認された．また，北部地域と中部・南部・石垣島地域の河川で水質特性が分類される傾向が

確認された． 
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Ⅰ はじめに 

 沖縄県では，河川や海域等の公共用水域における水質

汚濁事例が度々発生している．その主な事例として魚類

へい死事例 1)，環境水の着色事例 2)および油流出事例 3)

等が挙げられる．これらの事例が発生した際，当研究所

では必要に応じ原因究明のための調査を行っている．調

査にあたっては，事故時の水質と比較するために平常時

の水質特性を把握しておく必要がある． 

 当研究所では，その一環として既報 4,5)において県内公

共用水域におけるイオン類や鉛同位体比の平常時の水質

特性を把握し報告した．ただし，水質特性の把握にはそ

れらに限らず，多角的なアプローチが必要である．その

ため本研究では，その測定項目として溶存有機物の蛍光

特性に着目した． 

河川や湖水等に含まれる溶存有機物は，生物難分解性

であるフルボ酸等をはじめとした多種多様な物質で構成

されており，その構成成分の組成や濃度は地域的特性や

季節変化等の影響を受け水質毎に異なる傾向を示す 6)．

そのため，溶存有機物は環境水の水質変動の把握や事故

時における汚染源特定にかかる指標として用いられてい

る 7,8)．溶存有機物の測定方法のひとつとして三次元励起

蛍光マトリクス法（以下，「EEM 法」という）がある．

EEM 法は，励起波長と蛍光波長を変化させながら蛍光強

度を測定することで，励起波長を縦軸，蛍光波長を横軸

および励起により発生した蛍光強度を色調（等高線）と

する三次元励起蛍光スペクトルが得られる．このスペク

トルの蛍光ピーク数，ピーク波長位置および相対強度か

ら水中の溶存有機物の定性と定量の評価が可能である 9)． 

そこで本研究では，EEM 法を用いて沖縄県内河川水に

おける溶存有機物の三次元励起蛍光スペクトルを測定し，

水質特性を把握した．また，レーダーチャートやクラス

ター分析による解析を併せて行ったのでその結果につい

ても報告する． 

 

Ⅱ 実験 

１．装置 

 日本分光製蛍光分光光度計 FP8500 を用いた．  
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２．試薬 

強度規格化には富士フイルム和光純薬工業製特級用

（－）-キニーネ硫酸塩二水和物を用いた．ブランク試料

にはMerck製 MILLI-Q ADVANTAGE A10で精製した超

純水を用いた．チロシンは富士フイルム和光純薬工業製

特級用 L-チロシンを用いた． 

３．調査試料 

2023 年 7 月から 2024 年 7 月にかけて県内 4 保健所が

採取した公共用水域調査の河川水試料 27 検体に筆者自

ら採取した河川水試料9検体を加えた計36検体を用いた

（図 1）．沖縄島の 34 検体を北部地域の①辺野喜川 114

から⑯羽地大川 46 までの 16検体，中部地域の⑰漢那川
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⑤ 福地川28 ⑥ 大保川129 ⑦ 大保川130 ⑧ 平南川127

⑨ 汀間川58 ⑩ 汀間川60 ⑪ 源河川126 ⑫ 我部祖河川47-イ

⑬ 我部祖河川48 ⑭ 我部祖河川49 ⑮ 満名川26 ⑯ 羽地大川46

⑰ 漢那川44 ⑱ 天願川73 ⑲ 天願川75-ロ ⑳ 天願川77

㉑ 比謝川2 ㉒ 比謝川162 ㉓ 比謝川4 ㉔ 牧港川102

㉕ 牧港川100 ㉖ 安謝川94 ㉗ 安里川87 ㉘ 久茂地川83

㉙ 国場川10 ㉚ 饒波川89 ㉛ 饒波川90 ㉜ 報得川97

㉝ 雄樋川138 ㉞ 雄樋川139 ㉟ 宮良川132 ㊱ 名蔵川136

図 1．調査地点図． 
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44から㉓比謝川 4までの 7検体，南部地域の㉔牧港川 102

から㉞雄樋川 139 まで 11 検体に分けて考察した． 

 

４．測定方法 

 試料を 5C ろ紙でろ過し，ろ液を測定試料とした．測

定試料を 10 mm石英セルに移し，蛍光分光光度計を用い

て三次元励起蛍光分析を行った．励起光（Ex）は 200－

400 nm，蛍光（Em）は 280－550 nmの範囲を 5 nm間隔，

スキャンスピード 10,000 nm/min で測定した．測定時に

ブランク試料（超純水）を測定し，得られた値から差し

引いた．また，蛍光強度は 10 μg/L 硫酸キニーネ溶液の

励起波長Ex350 nm／蛍光波長Em450 nmにおける蛍光強

度を 1 QSU として相対強度で表した．  

 

５．解析方法 

（１）三次元励起蛍光スペクトル 

 得られた三次元励起蛍光スペクトルをより視覚的に理

解するために，Chen ら（2003）10)の 5 つの領域（図 2）

を重ねて表示した．領域ⅠとⅡは芳香族タンパク質，領

域Ⅲはフルボ酸様，領域Ⅳは微生物副産物および領域Ⅴ

はフミン酸様を示している．なお，当研究所では

PARAFAC 解析ソフトを所有していないため，多成分の

重なり合った蛍光ピークを各成分に分けて評価すること

ができない．そのため，レーダーチャートとデンドログ

ラムを作成し水質毎の比較を試みた． 

図 2．励起-蛍光波長境界に基づく 5 つの EEM 領域 10)． 

 

（２）レーダーチャート 

三次元励起蛍光スペクトルを 5 つの領域に分け各々

の平均値を算出し，各領域の平均値の和で除し 100 分率

の 5 角形で示した．ヘキサダイアグラムのような水質の

型の分類がないため，独自に型を定義することにした．

領域の割合が大きい順に並べ，型を分類した．例えば，

図 3（a）の三次元励起蛍光スペクトルから各領域の割

合を算出すると，領域Ⅰが 2％，領域Ⅱが 13％，領域Ⅲ

が 24％，領域Ⅳが 18％および領域Ⅴが 43％である．こ

れをレーダーチャートで示すと図 3（b）の型が得られ，

「Ⅴ＞Ⅲ＞Ⅳ＞Ⅱ＞Ⅰ型」と分類した．解析データは，

測定した励起光（Ex）の 200－400 nm，蛍光（Em）の

280－550 nm のデータ 2,255 個のうち，強度（QSU）が

0 のデータ 406 個を除いた 1,849 個を用いた． 
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図 3．（a）三次元励起蛍光スペクトルの例，（b）レーダ

ーチャートの例． 

 

（３）デンドログラム 

デンドログラム（樹形図）は，多くの変数を持ってい

る試料を，それらの間の類似度に基づいて性質の似たも

の同士のグループにまとめて分類するクラスター分析に

よって図示したものである 11)．解析データは，レーダー

チャートで算出した百分率の値を用いた．クラスター分

析の手法は階層型-凝集法を用いた．距離計算は√（2－2

×相関係数），合併後の距離計算はウォード法で設定し

た． 

 

Ⅲ 結果および考察 

１．三次元励起蛍光スペクトル 

EEM 法によって得られた三次元励起蛍光スペクトル

に Chen ら（2003）の 5 つの EEM 領域を重ねた結果を図

4 に示した．スペクトルの色が黒色から赤色に明るくな

るにつれ相対強度が高くなることを示しており，試料毎

の最大相対強度にスケールを合わすことで強度やピーク

形状の比較を行えるようにした．最大相対強度が最も低

い地点は⑨汀間川 58 および⑮満名川 26の 1.9 QSU（⑨：

Ex220 nm/Em290 nm，⑮：Ex200 nm/Em300 nm），最も高

い地点は㉜報得川 97の 10 QSU（Ex245 nm/Em430 nm）

であった．これらの地点のある河川は類型指定されてお

り，⑨と⑮は類型 A，㉜報得川 97 は類型 E である 12)．

三次元励起蛍光スペクトルの最大相対強度は，「低ければ

良好な水質，高ければ人為由来汚染の影響がある．」とは
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一概にはいえないが，当該地点については BOD 等の指

標と溶存有機物の間に相関がある可能性が示唆された． 

次いで，最大相対強度を持つ極大ピーク波長の位置を

試料毎に確認したところ，領域Ⅰと領域Ⅲの二つの領域

に分布する傾向を示した（図 5）．図 5 では，極大ピーク

波長位置が被っているため領域ⅠとⅢの検体数に差があ

るように見えるが，実際には，領域Ⅰでは 16 検体，領域

Ⅲでは 20 検体とほぼ同数であった．領域Ⅰについては芳

香族タンパク質であり，その領域内の物質としてチロシ

ン様が挙げられる 10)．チロシン様は Chen ら（2003）10)

によると，Ex230 nm/Em280－300 nmにピーク波長があ

ると報告されている．実際に，試薬のチロシンを購入し

ピーク波長位置を確認したところ , Ex200－ 225 

nm/Em290－310 nmと概ね同じ場所に位置した（図 6）．

そのため,領域Ⅰの極大ピーク波長はチロシン様の可能

性が示唆された．領域Ⅲについてはフルボ酸様であり，

Chen ら（2003）10)によると，Ex220－250 nm/Em410－440 

nm にピーク波長があると報告されている．フルボ酸の

試薬は入手困難のためピーク波長位置の確認はできてい

ないが，文献値と概ね同じ位置に試料のピークが確認さ

れた． 

また春田ら（2020）13)によると，汚染水に特徴的なピ

ークとして領域Ⅱ内の Ex230 nm/Em370 nm，領域Ⅳ内の

Ex285 nm/Em365 nm および Ex275 nm/Em315 nm が挙げ

られている．今回の試料では，それらの波長に極大ピー

ク波長を持つ試料は確認されなかったが，河川水におい

て領域ⅠおよびⅢ以外の領域に極大ピーク波長を持つ試

料が確認された場合，何かしらの水質異常の可能性が疑

われる． 

 

２．レーダーチャート 

 試料毎のレーダーチャートに分類した型を併記した結

果を図 7 に示した．すべての試料は 9 つの型に分類され

た．その内訳は，Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型が 8 検体と最も

多く，次いでⅢ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅰ＞Ⅳ型が 6 検体，Ⅲ＞Ⅰ＞

Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型およびⅠ＞Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型が 5 検体，Ⅱ

＞Ⅲ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型およびⅢ＞Ⅴ＞Ⅱ＞Ⅳ＞Ⅰ型が 4 検

体，Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ＞Ⅰ型が 2 検体，Ⅰ＞Ⅱ＞Ⅲ＞Ⅳ＞

Ⅴ型およびⅠ＞Ⅱ＞Ⅲ＞Ⅴ＞Ⅳ型が 1 検体の順であった． 

最も多く分類されたⅢ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型とその次に

多く分類されたⅢ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅰ＞Ⅳ型はすべての地域で

確認された．そのため，これらの型は本県の河川水にお

ける最も一般的な型である可能性が示唆された．領域Ⅰ

の割合が上位 2 番目以内にあるという共通した特徴を持

つⅠ＞Ⅱ＞Ⅲ＞（Ⅳ or Ⅴ）＞（Ⅴ or Ⅳ）型，Ⅲ＞Ⅰ

＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型およびⅠ＞Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型の計 12 検

体はすべて北部地域であった． そのため，北部地域の河

川は領域Ⅰの割合が多く占める特徴を有する可能性が示

唆された． Ⅲ＞Ⅴ＞Ⅱ＞Ⅳ＞Ⅰ型の 4 検体はすべて南部

地域であり，領域Ⅴの割合が 2 番目に高い特徴を有して

いた．これらの地点のある河川は類型指定されており，

饒波川と雄樋川は D 類型，報得川は E 類型と下位類型で

ある 12)．そのため，この型に分類された河川は人為由来

汚染の影響が高い可能性が示唆された．また，当該河川

4 検体の領域Ⅲ内における極大ピーク波長の最大相対強

度の平均値は 9.3 QSU と同じ領域内に極大ピーク波長を

もつ 16 検体の平均値 4.6 QSUと比べ高い値であった．強

度が高いことからも汚染の影響の可能性が示唆された．

Ⅱ＞Ⅲ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型の4検体は,いずれも最大相対強度

を持つ極大ピーク波長が領域Ⅱ内に確認されていないも

のの，領域Ⅱの割合が最も高い特徴を有していた．領域

Ⅱ内のピークが人為由来汚染の影響が示唆されているこ

とから，領域Ⅱの割合が高いこともその影響の可能性が

示唆される．天願川については B 類型 12)であるものの，

環境省の 2021 年度化学物質環境実態調査結果ではイベ

ルメクチンB1aとB1bが全国で最も高い値で検出されて

図 5．最大相対強度における極大ピーク波長位置． 
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図 7．レーダーチャート． 
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おり人為由来汚染の影響が示唆される 14)．久茂地川につ

いてはC類型 12)で本県の中で最も人口の多い那覇市街地

を通る河川であり，人為由来汚染の影響が示唆される．

国場川については E 類型 12)で環境省の 2020 年度化学物

質環境実態調査結果ではフタル酸系の化学物質が複数検

出されており，特にフタル酸ジエチルについては全国で

最も高い値で検出され人為由来汚染の影響が示唆される

15)．そのため，この型に分類された河川もまた人為由来

汚染の影響が高い可能性が示唆された． 

 

３．デンドログラム 

 クラスター分析により作成したデンドログラムにレー

ダーチャートで分類した型を併記した結果を図 8 に示し

た．クラスターC1 から C16 に分けられるにつれて，地

点同士の水質が近くなることを表しており，レーダーチ

ャートで分類した型が概ね同じクラスター内に属してい

ることが確認された．次いでクラスター毎の傾向につい

て確認した． 

クラスターC1 と C2 では， C1に分けられた 15 検体の

うち 12 検体が北部地域の河川，C2 に分けられた 21 検体

のうち 17 検体が中部・南部・石垣島地域の河川であった．

そのため，北部地域と中部・南部・石垣島地域で水質特

性が分類される傾向が確認された．クラスターC3 と C4

では， C4 にⅢ＞Ⅴ＞Ⅱ＞Ⅳ＞Ⅰ型に分類された 4 検体

すべてが分けられた．この段階で分けられたことから他

の型とは大きく異なる水質であることが示唆された．ク

ラスターC5 と C6 では，C6 にⅠ＞Ⅱ＞Ⅲ＞（Ⅳ or Ⅴ）

＞（Ⅴ or Ⅳ）型に分類された 2 検体すべてが分けられ

た．レーダーチャートの形状からも他の型と異なる水質

であることが確認され，クラスター分析でも同様な結果

が得られた．クラスターC7 と C8 では，様々な型が混在

し，特徴的な傾向は確認されなかった．クラスターC9

と C10 では，C9 に（Ⅰ or Ⅲ）＞（Ⅲ or Ⅰ）＞Ⅱ＞Ⅴ

＞Ⅳ型が分類され北部地域の河川，C10 に（Ⅱ or Ⅲ）

＞（Ⅲ or Ⅱ）＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型が分類され中部・南部地

域の河川であった．クラスターC11 と C12 では，C11 の

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞（Ⅰ or Ⅳ）＞（Ⅳ or Ⅰ）型の 5 検体と

C12 のⅡ＞Ⅲ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型の 2 検体に分けられた．ク

ラスターC13 と C14 では，C13 のⅠ＞Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型

の 5検体と C14のⅢ＞Ⅰ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型の 5検体に分け

られた．クラスターC15 と C16 では，C15 のⅢ＞Ⅱ＞Ⅰ

＞Ⅴ＞Ⅳ型の 7 検体と C16 のⅢ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅰ＞Ⅳ型の 3

検体に分けられた． 

 

続いて，同一河川内における地点毎の比較を行った．

大保川では，⑥がⅢ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型で C15，⑦がⅢ

＞Ⅰ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型で C14 であった．⑥は上流に位置す

る二つの支流が合流した地点となっており，その支流の

一つが⑦となっている．そのため，異なる型とクラスタ

ーを示したと考えられた．汀間川では，⑨がⅠ＞Ⅱ＞Ⅲ

＞Ⅳ＞Ⅴ型で C6，⑩がⅢ＞Ⅰ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型で C14 で

あった．⑨は河口付近に位置し，電気伝導度は 2,200 

mS/m と海水の影響が示唆される．そのため，同一河川

内であっても異なる型とクラスターを示したと考えられ

た．我部祖河川では，⑫がⅢ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅰ＞Ⅳ型で C16，

⑬がⅠ＞Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型で C13，⑭がⅢ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ

＞Ⅳ型で C15 であった．当該地点は二つの河川に分かれ

ており，⑫と⑭が同一河川で⑬と異なっている．⑫（C16）

と⑭（C15）のクラスターが近く．⑬（C13）が離れてい

ることから，水質特性と地点位置が概ね一致する結果が

得られた．天願川では，⑱がⅢ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ＞Ⅰ型で C11，

⑲と⑳がⅡ＞Ⅲ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型で C12 であった．⑱は河

口付近に位置し，電気伝導度は 960 mS/m と海水の影響

が示唆される．そのため，同一河川内であっても異なる

型とクラスターを示したと考えられた．比謝川では，㉑

がⅢ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型で C15，㉒がⅢ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ＞

Ⅳ型で C10，㉓がⅢ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅰ＞Ⅳ型で C11であった．

当該地点では，上流から下流に向けて㉓→㉒→㉑の順に

流れており，㉓は上流に位置する二つの支流が合流した

地点となっており，その㉓に下流に位置する支流の㉒が

合わさり，㉑へと流れる位置関係である．そのため，三

地点とも異なるクラスターを示したと考えられた．牧港

川では，㉔と㉕はいずれもⅢ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅰ＞Ⅳ型で C11

であった．当該地点では，それぞれ別の上流をもつ地点

となっており，互いの水質が混じり合わない地形である．

しかしながら，前述の河川とは異なり，異なる支流同士

であっても同様な水質であることが確認された．饒波川

では，㉚がⅢ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ＞Ⅰ型で C11，㉛がⅢ＞Ⅴ＞

Ⅱ＞Ⅳ＞Ⅰ型で C4 であった．㉚は河口付近に位置し，

電気伝導度は 4,000 mS/mと海水の影響が示唆される．そ

のため，同一河川内であっても異なる型とクラスターを

示したと考えられた．雄樋川では，㉝と㉞はいずれもⅢ

＞Ⅴ＞Ⅱ＞Ⅳ＞Ⅰ型で C4 であった．㉞は上流に位置す

る二つの支流が合流した地点となっており，その支流の

一つが㉝となっている．同じ型であったことから，別の

支流も同様な水質であるか，または寄与が少ない可能性

が示唆された． 

 

- 54 -

沖縄県衛生環境研究所報　第58号（2024）



 

 

図 8．クラスター分析によるデンドログラム． 

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

Ⅰ＞Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ①辺野喜川114

Ⅰ＞Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ⑬我部祖河川48

Ⅰ＞Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ④新川川52

Ⅰ＞Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ⑧平南川127

Ⅰ＞Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ⑮満名川26

Ⅲ＞Ⅰ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ②普久川57-イ

Ⅲ＞Ⅰ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ③安波川55-イ

Ⅲ＞Ⅰ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ⑦大保川130

Ⅲ＞Ⅰ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ⑯羽地大川46

Ⅲ＞Ⅰ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ⑩汀間川60

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ㉒比謝川162

Ⅱ＞Ⅲ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ㉙国場川10

Ⅱ＞Ⅲ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ㉘久茂地川83

Ⅰ＞Ⅱ＞Ⅲ＞Ⅳ＞Ⅴ型 ⑨汀間川58

Ⅰ＞Ⅱ＞Ⅲ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ⑪源河川126

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ⑤福地川28

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ⑥大保川129

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ㉑比謝川2

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ㉖安謝川94

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ⑭我部祖河川49

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ㉟宮良川132

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ㉗安里川87

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅰ＞Ⅳ型 ⑫我部祖河川47-イ

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅰ＞Ⅳ型 ⑰漢那川44

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅰ＞Ⅳ型 ㊱名蔵川136

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ＞Ⅰ型 ⑱天願川73

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅰ＞Ⅳ型 ㉓比謝川4

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅰ＞Ⅳ型 ㉔牧港川102

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅰ＞Ⅳ型 ㉕牧港川100

Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅴ＞Ⅳ＞Ⅰ型 ㉚饒波川89

Ⅱ＞Ⅲ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ⑲天願川75-ロ

Ⅱ＞Ⅲ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型 ⑳天願川77

Ⅲ＞Ⅴ＞Ⅱ＞Ⅳ＞Ⅰ型 ㉛饒波川90

Ⅲ＞Ⅴ＞Ⅱ＞Ⅳ＞Ⅰ型 ㉝雄樋川138

Ⅲ＞Ⅴ＞Ⅱ＞Ⅳ＞Ⅰ型 ㉞雄樋川139

Ⅲ＞Ⅴ＞Ⅱ＞Ⅳ＞Ⅰ型 ㉜報得川97
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Ⅳ まとめ 

 三次元励起蛍光マトリクス法を用いて沖縄県内河川水

における溶存有機物の水質特性の把握を目的に調査し

た．その結果，三次元励起蛍光スペクトルにおいては，

試料毎の最大相対強度を持つ極大ピーク波長は，領域Ⅰ

と領域Ⅲの二つの領域に分布する傾向を示した．よって，

これらの領域以外に極大ピーク波長が分布した試料につ

いては何かしらの水質異常がある可能性が示唆された．

レーダーチャートにおいては，Ⅲ＞Ⅱ＞Ⅰ＞Ⅴ＞Ⅳ型が

最も多く，すべての地域で確認された．また，南部地域

の一部の河川についてはⅢ＞Ⅴ＞Ⅱ＞Ⅳ＞Ⅰ型が分類さ

れ，それらの共通点として環境基準類型の下位類型であ

ることが確認された．クラスター分析によるデンドログ

ラムにおいては，レーダーチャートによる型の分類とク

ラスターが概ね一致した傾向が確認された．また，北部

地域と中部・南部・石垣島地域の河川で水質特性が分類

される傾向が確認された． 
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